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一
、
は
じ
め
に

ア
リ
ス
や
ロ
リ
ー
タ
、
眠
れ
る
森
の
美
女
や
赤
ず
き
ん
、
か
ぐ
や
姫
や

『
浅
草
紅
団
』
の
弓
子
。
テ
ク
ス
ト
は
彼
女
ら
を
迎
え
る
場
所
で
あ
り
、

時
に
は
彼
女
ら
を
閉
じ
込
め
、
小
さ
な
墓
が
最
初
か
ら
用
意
さ
れ
た
場
合

も
あ
る
。
「
鳥
と
少
女
」
は
『
文
藝
』
の
一
九
七
九
年
一
、
二
月
合
併
号

に
掲
載
さ
れ
、
後
に
一
九
八
一
年
度
泉
鏡
花
賞
を
受
賞
し
た
澁
澤
龍
彥
の

小
説
集
『
唐
草
物
語
』
の
一
作
目
に
あ
た
る
。
お
よ
そ
十
七
年
に
わ
た
り

小
説
創
作
か
ら
離
れ
て
い
た
澁
澤
龍
彥
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
世
界
へ
の
再
出

発
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
の
短
編
小
説
の
中
に
は
、
澁
澤
の
「
ア
リ
ス
」

と
思
わ
し
き
少
女
が
登
場
す
る
。
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
と
い
う
名
の
少
女
が

あ
る
日
突
然
、
画
家
で
あ
る
主
人
公
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
の
と
こ
ろ
に
現
れ
る
。

少
女
を
自
分
の
家
へ
連
れ
て
行
っ
た
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
を
少
女
は
深
く
愛
す
る

が
、
彼
は
少
女
よ
り
「
遠
近
法
」
的
に
絵
を
描
く
こ
と
に
し
か
興
味
を
持

た
な
い
。
少
女
は
だ
ん
だ
ん
家
の
壁
に
描
か
れ
た
鳥
や
獣
の
よ
う
に
無
口

に
な
り
、
食
べ
る
も
の
の
な
い
貧
困
な
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
の
家
で
飢
え
で
死
ぬ

こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
少
女
へ
の
幻
想
を
描
く
残
酷
的
で
美
し
い
小
説

は
無
数
に
あ
る
。
明
ら
か
な
人
権
侵
害
は
よ
く
綺
麗
な
容
器
の
よ
う
な
テ

少
女
の
遠
近
法

―
澁
澤
龍
彥
「
鳥
と
少
女
」
論

―
劉

佳
寧
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ク
ス
ト
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
る
。
近
年
、
『
ロ
リ
ー
タ
』
へ
の
ア
ン
チ
テ

ー
ゼ
の
よ
う
な
姿
勢
を
と
る
小
説
の
流
行
は
そ
の
証
拠
に
あ
た
る
。だ
が
、

初
期
か
ら
澁
澤
の
著
作
を
悉
く
読
み
、
澁
澤
の
変
貌
に
最
も
敏
感
な
磯
田

光
一
は
「
こ
の
少
女
の
か
た
ち
で
日
常
性
が
澁
澤
ワ
ー
ル
ド
に
侵
入
し
て

こ
な
か
っ
た
ら
、
澁
澤
氏
が
自
伝
的
回
想
『
狐
の
だ
ん
ぶ
く
ろ
』
を
書
く

こ
と
が
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
か
」

と
語
っ
て
い
る
。

(1)

「
鳥
と
少
女
」
に
対
す
る
従
来
の
評
価
と
研
究
は
主
に
小
説
の
形
式
と

典
拠
に
集
中
し
て
い
る
。
澁
澤
龍
彥
と
同
年
度
の
泉
鏡
花
賞
を
受
賞
し
た

筒
井
康
隆
は
、
澁
澤
龍
彥
の
小
説
に
お
い
て
作
者
が
も
っ
と
も
頻
繫
に
作

中
に
登
場
す
る
の
は
『
唐
草
物
語
』
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
故
に
テ
ク
ス

ト
内
部
に
「
額
縁
と
絵
の
融
合
」

が
発
生
し
つ
つ
、「
今
流
行
の
批
評
の

(2)

テ
ク
ニ
カ
ル
・
タ
ー
ム
を
使
う
な
ら
ば
脱
構
築
」

と
い
う
構
成
上
の
特

(3)

徴
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
筒
井
康
隆
の
論
の
延
長
線
上
に
浦
野
剛
司
は
、

「
鳥
と
少
女
」
を
「
エ
ッ
セ
イ
の
枠
を
越
え
よ
う
と
す
る
エ
ッ
セ
イ
の
書

き
手
の
物
語
」

で
あ
る
と
検
討
し
た
上
で
、
こ
の
よ
う
な
構
造
上
の
工

(4)

夫
の
痕
跡
を
見
せ
る
こ
と
を
「
小
説
を
読
む
と
い
う
本
来
の
楽
し
み
か
ら

は
ず
れ
た
、
倒
錯
的
な
楽
し
み
」
と
い
う
澁
澤
独
自
の
小
説
論
と
照
合
す

る
。小

説
の
形
式
に
注
目
す
る
議
論
の
ほ
か
に
、
澁
澤
龍
彥
の
自
家
薬
籠
中

の
物
で
あ
る
古
今
の
典
拠
に
つ
い
て
、
種
村
季
弘
が
言
う
「
『
唐
草
物
語
』

の
典
拠
さ
が
し
は
尽
き
せ
ぬ
興
味
を
誘
う
」

一
方
、「
『
唐
草
物
語
』
と

(5)

は
、
高
度
な
（
文
人
趣
味
的
）
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持
つ
卓
越
し
た
読
者
だ
け

が
、
そ
の
幻
想
性
を
楽
し
む
こ
と
を
許
さ
れ
た
閉
鎖
的
な
テ
ク
ス
ト
で
は

な
く
、
そ
の
よ
う
な
高
度
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を
必
ず
し
も
保
持
し
な
い
読
者
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に
も
、
澁
澤
が
自
家
解
説
す
る
妙
味
が
感
受
さ
れ
る
は
ず
か
ら
だ
」

と
(6)

い
っ
た
水
川
敬
章
の
主
張
も
頷
け
る
。
澁
澤
龍
彥
が
小
説
の
中
で
自
ら
種

明
か
し
を
し
た
通
り
、「
鳥
と
少
女
」
に
お
け
る
パ
オ
ロ
・
ウ
ッ
チ
ェ
ロ

と
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
の
物
語
は
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
『
芸
術
家
列
伝
』（trattato,

1550

）
と
マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の
『
架
空
の
伝
記
』（Charpentier

&

Fasquelle ,
1896

）

に
拠
っ
て
い
る
。
以
上
述
べ
た
典
拠
と
「
鳥
と
少
女
」

の
差
異
に
つ
い
て
の
比
較
研
究
と
し
て
細
沼
祐
介
の
論
が
あ
る
。
細
沼
は

「
複
雑
に
錯
綜
し
な
が
ら
最
終
的
に
全
て
同
一
の
も
の
と
な
っ
て
溶
け
合

う
結
末
へ
向
か
う
」

三
人
の
主
人
公
を
語
り
手
の
「
三
つ
の
自
我
」
と

(7)

見
な
し
、
原
典
と
な
る
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の
小
説
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
分
析
を

行
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
細
沼
が
依
拠
す
る
マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の

訳
本
は
大
濱
甫
訳
『
架
空
の
伝
記
』（
南
柯
書
局
、
一
九
八
〇
年
十
一
月
）
で
あ

り
、
澁
澤
が
執
筆
す
る
当
時
に
実
際
に
参
照
し
た
底
本
で
あ
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

「
鳥
と
少
女
」
に
一
種
の
「
夢
想
と
し
て
の
建
築
」
を
感
じ
る
建
築
家

青
木
淳
は
、
こ
の
小
説
を
『
建
築
文
学
傑
作
選
』（
講
談
社
文
芸
文
庫
、
二
〇

一
七
年
三
月
）
に
収
録
し
た
。
青
木
淳
は
「
解
説
」
の
中
で
「
鳥
と
少
女
」

を
大
き
く
三
部
に
分
け
て
い
る
。
第
一
部
と
第
二
部
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
典

拠
と
書
き
手
の
想
像
を
交
え
た
紹
介
、
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
と
少
女
セ
ル
ヴ
ァ
ッ

ジ
ャ
に
つ
い
て
の
書
き
手
の
想
像
世
界
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

書
き
手
の
イ
タ
リ
ア
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
第
三
部
を
「
作
品
全
体
の

透
視
図
法
の
焦
点
」

で
あ
る
と
し
て
、
小
説
の
構
造
を
説
明
し
て
い
る
。

(8)

ま
た
、
こ
の
美
し
い
出
会
い
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
実
は
澁
澤
の
実
体
験
で
は

な
く
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
堀
内
誠
一
が
手
紙
で
澁
澤
に
伝
え

た
見
聞
で
あ
る
こ
と
が
、
二
〇
〇
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
往
復
書
簡
集
『
旅

の
仲
間

』
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
青
木
淳
の
論

(9)

の
構
図
が
覆
さ
れ
る
よ
う
な
新
た
な
発
見
も
あ
る
。

礒
崎
純
一
の
『
龍
彥
親
王
航
海
記
』

に
よ
る
と
、
壁
龕
か
ら
飛
び
出

(10)

し
た
ブ
ロ
ン
ズ
の
怪
獣
か
ら
少
女
を
救
う
話
も
ま
た
書
き
手
の
作
り
話
で

は
な
く
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ア
レ
の
短
編
小
説
「
降
誕
祭
夜
話
」
を
典
拠

と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
小
説
を
構
成
す
る
三
つ
の
部
分
は
す
べ
て
下
敷

き
が
あ
る
こ
と
が
よ
う
や
く
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
小
説
内
部

の
「
遠
近
法
」
を
背
景
と
す
る
主
人
公
た
ち
の
移
動
に
注
目
す
る
と
、
エ

ッ
セ
イ
と
小
説
の
虚
実
の
あ
わ
い
を
自
由
に
行
き
来
す
る
者
は
、
小
説
の

書
き
手
で
あ
る
「
私
」
だ
け
で
な
く
、
少
女
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
も
そ
う
で

あ
り
、
彼
女
は
い
つ
も
「
私
」
に
同
行
し
て
い
る
。
磯
田
光
一
が
仄
め
か

し
た
よ
う
に
、
こ
の
少
女
の
出
現
は
澁
澤
の
文
筆
活
動
に
「
日
常
性
」
を

も
た
ら
す
一
方
で
、
こ
の
「
日
常
性
」
は
ま
た
何
ら
か
の
形
で
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
の
構
造
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
は
典
拠
を
よ
り
明
確
に
検

討
す
る
上
で
、
少
女
が
い
か
に
澁
澤
龍
彥
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
世
界
に
生
ま

れ
た
か
を
考
察
し
た
い
。
ま
た
、
「
鳥
と
少
女
」
の
よ
う
な
、
記
述
主
体

で
あ
る
「
わ
た
し
」
が
位
相
の
異
な
る
エ
ッ
セ
イ
と
物
語
の
間
を
行
き
来

す
る
構
造
に
も
一
種
の
「
原
型
」
が
あ
る
か
ど
う
か
、
換
言
す
れ
ば
、
語

り
手
と
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
、
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
の
よ
う
な
分
身
の
関
係
も
ま
た

典
拠
が
あ
る
か
ど
う
か
を
探
り
た
い
。

二
、『
泰
西
畸
人
伝
』
と
『
架
空
の
伝
記
』
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日
本
に
お
け
る
マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
（
一
八
六
七
～
一
九
〇
五
）
の

受
容
に
つ
い
て
、
山
尾
悠
子
は
『
フ
ラ
ン
ス
世
紀
末
文
学
叢
書
』
の
二
冊

目
で
あ
る
『
黄
金
仮
面
の
王
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
八
月
）
の
月
報
の

中
、「
矢
野
目
源
一
と
い
い
多
田
智
満
子
と
い
い
、
種
村
季
弘
・
澁
澤
龍

彥
と
い
い
い
つ
も
極
上
の
翻
訳
家
諸
氏
に
恵
ま
れ
な
が
ら
手
に
入
り
に
く

か
っ
た
シ
ュ
オ
ブ
が
、
こ
の
た
び
一
巻
に
纏
ま
っ
て
普
及
す
る
こ
と
は

〝
隠
れ
た
愛
読
者
″
の
ひ
と
り
と
し
て
た
い
へ
ん
嬉
し
い
」

と
語
っ
て

(11)

い
る
。
し
か
し
澁
澤
龍
彥
が
手
掛
け
た
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の
邦
訳
は
『
架
空
の

伝
記
』
に
収
録
さ
れ
た
「
エ
ム
ペ
ド
ク
レ
ス
」
の
冒
頭
の
一
節
の
み
で
あ

る
。
ま
た
、
山
尾
悠
子
に
は
「
遠
近
法
」
と
い
う
短
編
小
説
が
あ
る
。
作

中
に
出
て
く
る
騙
し
絵
の
天
井
画
は
、
澁
澤
の
美
術
評
論
集
『
幻
想
の
彼

方
へ
』
に
収
録
さ
れ
た
ジ
ウ
リ
オ
・
ロ
マ
ー
ノ
の
絵
で
あ
る
。
こ
の
言
葉

だ
け
で
紡
ぎ
だ
し
た
綿
密
な
異
世
界
の
ス
ケ
ッ
チ
風
の
小
説
は
、
後
に
澁

澤
龍
彥
監
修
の
幻
想
文
学
選
集
『
幻
視
の
ラ
ビ
リ
ン
ス
』（
青
銅
社
、
一
九

八
五
年
九
月
）
に
収
録
さ
れ
た
。
遠
近
法
に
こ
だ
わ
る
人
は
何
を
遠
近
法
の

中
で
見
出
し
た
の
か
。
画
家
に
と
っ
て
遠
近
法
は
物
事
か
ら
形
を
写
し
取

る
手
段
で
あ
る
。
ま
た
、
騙
し
絵
の
構
造
を
支
え
る
の
は
円
熟
な
遠
近
法

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
小
説
家
に
と
っ
て
、
遠
近
法
へ
の
憧

れ
は
小
説
に
造
型
的
な
美
意
識
を
も
た
ら
す
に
違
い
な
い
。本
題
に
戻
り
、

怪
奇
小
説
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
表
題
作
に
な
っ
た
「
列
車
〇
八
一
」
は
共
訳

者
の
青
柳
瑞
穂
が
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
五
九
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
世
界
恐
怖
小
説
全
集

第
九
巻
』（
創
元
社
）
の
解
説
文
「
フ
ラ
ン
ス
暗

黒
小
説
の
系
譜
」
は
手
短
な
も
の
で
あ
る
が
、
同
訳
書
は
後
に
創
元
推
理

文
庫
版
『
怪
奇
小
説
傑
作
集
』
第
四
巻
の
か
た
ち
で
再
編
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
そ
こ
で
は
ふ
た
た
び
澁
澤
龍
彥
に
よ
る
よ
り
緻
密
な
解
説
が
書
か

れ
た
。
最
初
の
一
部
を
引
用
す
る
。

驚
く
べ
き
博
識
で
、
古
代
か
ら
近
代
に
い
た
る
哲
学
、
文
学
を
渉

猟
し
つ
く
し
た
か
に
見
え
た
マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
オ
ッ
ブ
（
一
八
六
七

～
一
九
〇
五
）
は
、
象
徴
主
義
の
世
代
の
な
か
の
も
っ
と
も
す
ぐ
れ

た
短
篇
作
家
で
あ
り
、
い
わ
ば
考
証
的
知
識
の
幻
想
と
も
い
う
べ
き

も
の
を
創
り
出
し
た
。
つ
ま
り
、
彼
の
知
識
は
彼
の
幻
想
の
基
礎
な

の
で
あ
り
、
ま
た
逆
に
言
え
ば
、
彼
の
幻
想
に
よ
っ
て
彼
の
知
識
は

た
え
ず
鼓
舞
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
文
体
と
い
い
構
成
と
い
い
、

作
中
に
さ
り
げ
な
く
盛
ら
れ
た
寓
意
や
象
徴
の
自
然
ら
し
さ
と
い

い
、
シ
ュ
オ
ッ
ブ
は
、
自
分
の
霊
感
の
源
泉
に
は
二
つ
の
極
が
あ
り
、

そ
れ
は
恐
怖
と
憐
憫
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
彼
を
近
代
的
な

怪
奇
作
家
と
よ
ん
で
も
そ
れ
ほ
ど
不
都
合
は
あ
る
ま
い
。
(12)

知
識
と
象
徴
主
義
的
幻
想
の
相
乗
効
果
は
、
そ
の
ま
ま
『
フ
ラ
ン
ス
幻

想
文
学
史
』
に
お
け
る
マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
ネ
デ
ー
ル
の
記
述
を
復
唱
し
て

お
り
、
「
恐
怖
と
憐
憫
」
は
『
二
重
の
心
』
の
前
書
き
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
澁
澤
独
自
の
見
解
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
考
証
的
知
識

の
幻
想
」
の
側
面
か
ら
言
え
ば
、
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の
小
説
は
澁
澤
の
遠
い
先

蹤
で
あ
る
。
『
架
空
の
伝
記
』
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
か
ら
近
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
い
た
る
二
十
二
人
の
歴
史
上
の
人
物
を
選
び
、
想
像
力
で
つ
く
ら
れ

た
彼
ら
の
人
生
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
架
空
の
人
物
も
一
人

混
ざ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
』
に
登
場
す
る
魔
法
使
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い
ス
ー
フ
ラ
ー
で
あ
る
。「
パ
オ
ロ
・
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
」
は
『
架
空
の
伝
記
』

に
収
録
さ
れ
た
時
間
順
の
二
十
二
篇
の
物
語
の
十
一
番
目
に
あ
た
る
。

パ
オ
ロ
・
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
（
一
三
九
七
～
一
四
七
五
）

は
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ

サ
ン
ス
に
生
き
た
画
家
で
あ
り
、
彼
が
打
ち
込
ん
だ
遠
近
画
法
の
研
究
は

後
世
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
絶
対
を
希
求
す
る
プ
ラ
ト
ン
ニ
ズ

ム
を
奉
ず
る
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
に
、
澁
澤
の
理
想
の
芸
術
家
と
し
て
の
自
己
が

託
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
澁
澤
の
愛
読
者
な
ら
感
知
で
き
る
だ
ろ

う
。
澁
澤
が
「
鳥
と
少
女
」
の
中
で
自
ら
種
明
か
し
を
し
た
ヴ
ァ
ザ
ー
リ

の
『
芸
術
家
列
伝
』
は
ほ
ぼ
史
実
で
あ
り
、
マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
『
架

空
の
伝
記
』
に
収
録
さ
れ
た
「
パ
オ
ロ
・
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
」
は
少
女
セ
ル
ヴ

ァ
ッ
ジ
ャ
を
初
め
て
登
場
さ
せ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
『
架
空
の
伝

記
』
の
原
書
と
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の
邦
訳
版
で
あ
る
大
濱
甫
訳

は
い
ず
れ
も

(13)

澁
澤
蔵
書
目
録

に
入
っ
て
い
る
が
、
両
方
と
も
澁
澤
に
よ
る
書
き
込
み

(14)

が
な
い
。
そ
し
て
、
大
濱
甫
訳
は
「
鳥
と
少
女
」
の
一
年
後
に
刊
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
澁
澤
の
蔵
書
の
中
で
書
き
込
み
が
あ
る
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の

邦
訳
版
は
大
濱
甫
訳
『
モ
ネ
ル
の
書
』
の
み
で
あ
る
。
『
架
空
の
伝
記
』

の
既
訳
は
ほ
か
に
『
泰
西
畸
人
伝
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
年
刊
『
ふ
ら
ん

す
手
帖
』（
第
三
号
、
一
九
七
四
年
刊
）
に
掲
載
さ
れ
た
渡
辺
一
夫
訳
と
、
シ

ュ
ウ
ォ
ブ
小
説
選
集
『
黄
金
仮
面
の
王
』（
コ
ー
ベ
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
七
五
年
刊
）

に
収
録
さ
れ
た
矢
野
目
源
一
訳
が
あ
る
。
矢
野
目
源
一
訳
に
は
澁
澤
の
書

き
込
み
が
な
い
。
『
ふ
ら
ん
す
手
帖
』
は
蔵
書
目
録
の
和
雑
誌
の
目
録
に

確
認
さ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
蔵
書
目
録
に
収
録
さ
れ
た
澁
澤
の
「
創
作
ノ
ー
ト
」
に
は

「
シ
ュ
オ
ッ
ブ

V
ies

im
aginaires

」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
そ
の
中
で

「
・
ふ
ら
ん
す
手
帖

2

，3

号
」
、「
・
ユ
リ
イ
カ

1973

．V
ol

．5

―3

」
、

「
・
ボ
ル
ヘ
ス
「
汚
辱
の
世
界
史
」
と
の
関
連
」（
原
文
横
書
き
、
原
文
マ
マ
）

と
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
澁
澤
が
閲
覧
し
た
『
ユ
リ
イ
カ
』
当
該
号
に
掲

載
さ
れ
た
小
浜
俊
郎
訳
『
奇
人
列
伝
』
の
四
篇
中
に
は
、
「
パ
オ
ロ
・
ウ

ッ
チ
ロ
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
な
お
『
汚
辱
の
世
界
史
』
は
周
知
の
通

り
、
ボ
ル
ヘ
ス
が
シ
ュ
ヴ
ォ
ブ
の
『
架
空
の
伝
記
』
の
形
式
を
借
り
て
、

想
像
力
と
史
実
を
混
ざ
り
合
わ
せ
て
作
っ
た
七
人
の
架
空
の
伝
記
で
あ

る
。
以
前
は
『
悪
党
列
伝
』（
晶
文
社
、
一
九
七
六
年
六
月
）

と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
刊
行
さ
れ
た
。
ボ
ル
ヘ
ス
式
の
描
き
方
、
た
と
え
ば
、
典
拠
を
小
説

中
で
示
す
こ
と
、
あ
え
て
時
代
錯
誤
を
露
呈
す
る
こ
と
な
ど
は
シ
ュ
ヴ
ォ

ブ
よ
り
遥
か
に
遊
戯
的
で
あ
り
、
「
鳥
と
少
女
」
の
テ
ク
ス
ト
空
間
と
通

底
す
る
。

本
題
に
戻
り
、
以
上
の
事
実
か
ら
推
定
す
る
と
、
澁
澤
が
渡
辺
一
夫
の

翻
訳
を
底
本
に
し
て
「
鳥
と
少
女
」
を
書
き
上
げ
た
可
能
性
と
、
澁
澤
が

自
分
で
一
か
ら
翻
訳
す
る
可
能
性
が
あ
る
。単
語
レ
ベ
ル
で
検
討
す
る
と
、

矢
野
目
源
一
版
で
「
顔
料
商
」「
フ
ロ
レ
ン
ス
」
と
訳
さ
れ
る
部
分
に
は
、

渡
辺
一
夫
版
と
澁
澤
の
「
鳥
と
少
女
」
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
「
染
物
屋
」、

「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
次
の
引
用
文
が
証
拠
と
し

て
説
得
力
を
持
つ
。

渡
辺
一
夫
版

（
前
略
）
一
人
の
少
女
を
見
か
け
た
た
が
、
こ
の
少
女
は
花
環
を
頭

に
巻
き
付
け
て
居
り
、
笑
っ
て
ゐ
た
。
彼
女
は
腰
の
あ
た
り
を
薄
色

の
リ
ボ
ン
で
締
め
た
長
い
優
雅
な
長
衣
を
着
て
、そ
の
身
の
動
作
は
、
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彼
女
が
押
し
曲
げ
た
草
の
茎
の
や
う
に
し
な
や
か
だ
っ
た
。
(15)

澁
澤
龍
彥
「
鳥
と
少
女
」

画
家
は
目
を
上
げ
て
、
初
め
て
少
女
を
ま
と
も
に
見
た
。
少
女
は
頭

に
花
環
を
巻
き
つ
け
、
腰
の
あ
た
り
に
青
い
リ
ボ
ン
を
し
め
た
長
い

衣
服
を
着
て
、
は
だ
し
で
立
っ
て
い
る
。
(16)

渡
辺
一
夫
版

一
日
中
、
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
は
、
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
が
森
羅
万
象
の
形
相

を
描
き
つ
け
た
壁
を
前
に
し
て
蹲
っ
て
ゐ
た
。
彼
を
仰
ぐ
自
分
の
や

さ
し
い
顔
を
眺
め
る
よ
り
も
、
様
々
な
直
線
や
方
形
の
線
を
見
詰
め

る
は
う
を
、
な
ぜ
彼
が
好
む
の
か
が
、
彼
女
に
は
ど
う
し
て
も
合
点

が
ゆ
か
な
か
つ
た
。
(17)

澁
澤
龍
彥
「
鳥
と
少
女
」

猫
の
よ
う
に
画
家
の
家
に
居
つ
い
て
し
ま
っ
た
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ

は
、
と
も
す
る
と
一
日
中
、
鳥
や
獣
の
絵
の
描
い
て
あ
る
壁
の
前
で
、

じ
っ
と
丸
く
な
っ
て
す
わ
っ
て
い
た
。
あ
た
か
も
彼
女
自
身
、
す
す

ん
で
壁
の
な
か
の
鳥
や
獣
の
仲
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
し
か
し
彼
女
は
頭
の
な
か
で
、
い
つ
も
一
つ
の
こ
と
に
考

え
を
集
中
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
女
に
ど
う
し
て
も
合
点
が
ゆ
か

な
か
っ
た
の
は
、自
分
が
こ
れ
ほ
ど
愛
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

画
家
の
ほ
う
で
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
そ
ぶ
り
さ
え
見
せ
て
く
れ
な
い

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
恋
を
し
て
い
る
少
女
の
や
さ
し
い
顔
を
眺
め

る
よ
り
も
、
ど
う
や
ら
画
家
に
と
っ
て
は
、
紙
の
上
に
直
線
や
曲
線

の
錯
綜
を
眺
め
て
い
る
ほ
う
が
楽
し
い
ら
し
い
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
彼
女
の
そ

れ
ま
で
に
知
っ
て
い
た
世
界
で
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

（
下
線
部
は
論
者
に
よ
る
。）

(18)

上
記
の
引
用
文
で
分
か
る
よ
う
に
、
澁
澤
は
「
鳥
と
少
女
」
の
底
本
で

あ
る
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の
小
説
に
つ
い
て
、
渡
辺
一
夫
訳
を
参
考
に
し
た
可
能

性
が
高
い
。
底
本
の
選
択
に
は
必
然
性
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
し

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
業
界
か
ら
距
離
を
置
い
て
い
た
澁
澤

が
『
ふ
ら
ん
す
手
帖
』
と
い
う
年
刊
の
研
究
同
人
誌
を
入
手
し
て
参
考
に

し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
そ
し
て
、
確
か
に
細
沼
の
論
で
指
摘
す
る

よ
う
に
、
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
版
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
が
感
情
を
表
す
の
は
た
っ
た

の
三
ヶ
所
で
あ
り
、
し
か
も
極
め
て
簡
潔
な
の
に
対
し
て
、
澁
澤
の
セ
ル

ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
は
遥
か
に
生
き
生
き
し
て
い
る

。
こ
の
よ
う
な
加
筆
は
何

(19)

を
意
味
す
る
の
か
。
古
来
の
悪
女
や
娼
婦
の
伝
説
と
肖
像
、
サ
ド
が
描
い

た
悪
女
の
行
動
原
理
、
さ
ら
に
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
哲
学
と
観
念
に
し
か

目
を
向
け
ず
、
ダ
イ
ダ
ロ
ス
的
な
誇
り
を
持
っ
て
い
る
六
〇
年
代
の
澁
澤

が
、
一
人
の
少
女
の
気
持
ち
や
素
振
り
を
こ
の
く
ら
い
入
念
に
描
く
こ
と

は
か
な
り
意
外
に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
は
ア
リ

ス
や
デ
カ
ル
ト
の
人
形
の
よ
う
に
現
実
の
原
型
を
持
つ
少
女
で
は
な
く
、

言
葉
か
ら
生
ま
れ
る
人
工
的
な
少
女
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
シ
ュ
ウ
ォ
ッ
ブ
は
『
架
空
の
伝
記
』
の
な
か
に
、
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彼
が
つ
く
り
出
し
た
と
お
ぼ
し
い
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
と
い
う
少
女
を

登
場
さ
せ
て
い
る
。
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
と
は
イ
タ
リ
ア
語
で
、
野
蛮

人
あ
る
い
は
野
生
児
を
あ
ら
わ
す
語
の
女
性
形
で
あ
ろ
う
。
私
の
思

う
の
に
、
こ
れ
は
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
が
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
を
「
野
蛮
人
の
よ
う

に
孤
独
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
画
家
」
と
書
い
た
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を

得
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
ま
あ
、
そ
ん
な
詮
索
は
ど
う
で
も
よ

い
。
私
は
、
こ
の
私
の
物
語
な
か
に
も
、
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
を
ぜ
ひ

登
場
さ
せ
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
(20)

イ
タ
リ
ア
語
で
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
は
「
野
生
児
を
あ
ら
わ
す
語
の
女
性

形
」
で
あ
り
、
そ
の
語
感
が
彼
女
と
い
う
存
在
を
表
わ
し
、
ま
た
そ
の
名

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
の
が
彼
女
と
い
う
存
在
で
あ
る
。
自
ら
す
す
ん
で
鳥

や
獣
の
仲
間
に
な
る
少
女
は
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
に
と
っ
て
決
し
て
異
質
な
存
在

で
は
な
く
、
鳥
と
い
う
意
味
を
持
つ
「
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
」
の
分
身
で
も
あ
る
。

「
絵
の
な
か
の
裸
婦
に
か
ぎ
ら
ず
、
女
性
は
澁
澤
龍
彥
に
と
っ
て
、
も
っ

ぱ
ら
「
見
る
」
た
め
の
対
象
な
の
で
あ
る
」

と
巖
谷
國
士
は
美
術
評
論

(21)

集
『
裸
婦
の
中
の
裸
婦
』
の
「
あ
と
が
き
」
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
澁
澤

の
読
者
な
ら
気
づ
く
で
あ
ろ
う
事
実
と
し
て
、「
澁
澤
龍
彥
は
彼
女
に
手

を
ふ
れ
ず
、
内
面
に
も
入
ら
ず
、
外
か
ら
「
見
る
」
こ
と
に
終
始
し
て
い

る
。
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
観
察
し
て
、
と
き
に
は
か
ら
か
っ
て
み
た
り
し

な
が
ら
、
か
わ
い
が
り
、
目
で
愛
撫
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
な
く
も
な

い
」

と
指
摘
す
る
。
し
か
し
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
の
事
情
は
少
し
異
な
る
。

(22)

彼
女
は
色
と
り
ど
り
の
鳥
や
獣
の
姿
を
見
る
と
、
「
そ
う
い
う
時
ほ
ど
、

彼
女
が
自
分
を
い
ま
ま
で
に
な
く
幸
福
だ
と
感
じ
る
時
は
な
か
っ
」

た
(23)

の
で
あ
る
。
彼
女
は
観
察
さ
れ
る
対
象
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
自
分
の

置
か
れ
る
環
境
に
つ
い
て
い
つ
も
敏
感
で
あ
る
。「
鳥
と
少
女
」
は
ウ
ッ

チ
ェ
ロ
の
「
架
空
の
伝
記
」
で
は
な
い
故
に
、
絵
師
の
死
ま
で
描
く
必
要

が
な
い
。年
を
取
っ
た
彼
の
絵
を
理
解
す
る
人
が
つ
い
に
一
人
も
い
な
く
、

彫
刻
家
の
友
人
ド
ナ
テ
ル
ロ
で
さ
え
「
た
だ
線
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
引
い

て
あ
る
の
が
見
え
た
だ
け
だ
っ
た
」

、
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
の
孤
独
に
満
ち
た

(24)

晩
年
も
「
鳥
と
少
女
」
に
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
が
描
く
狷

介
な
芸
術
家
像
よ
り
遥
か
に
人
間
味
を
も
つ
「
鳥
と
少
女
」
の
ウ
ッ
チ
ェ

ロ
の
隣
に
は
美
術
家
仲
間
た
ち
の
共
同
研
究
に
積
極
的
に
協
力
し
、
甲
斐

甲
斐
し
く
振
る
舞
う
少
女
が
い
る
。

そ
う
か
と
い
っ
て
、
こ
れ
は
い
う
も
お
ろ
か
な
こ
と
だ
が
、
画
家

の
家
で
暮
ら
し
て
い
た
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
が
、
い
つ
も
不
幸
だ
っ
た

と
い
う
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
美
術
家
仲
間
の
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
や

ギ
ベ
ル
テ
ィ
が
、
共
同
研
究
の
た
め
に
パ
オ
ロ
の
家
に
や
っ
て
き
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
、
彼
女
は
接
待
の
た
め
に
甲
斐
甲
斐
し
く
た

ち
は
た
ら
い
た
。
(25)

こ
こ
で
、
千
野
帽
子
が
指
摘
す
る
澁
澤
龍
彥
の
初
期
小
説
「
人
形
塚
」

に
あ
る
よ
う
な
「
「
見
る
主
体
で
あ
る
男
」
か
ら
「
見
ら
れ
る
客
体(

オ
ブ

ジ
ェ)

で
あ
る
少
女
」
へ
の
一
方
通
行
の
ま
な
ざ
し
」

と
い
う
構
図
が
崩

(26)

れ
去
る
。
千
野
帽
子
は
「
人
形
塚
」
を
澁
澤
人
形
論
の
出
発
点
に
位
置
す

る
作
品
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
様
々
な
少
女
論
で
援
用
さ
せ
た
澁

澤
龍
彥
の
『
人
形
愛
序
説
』（
第
三
文
明
社
、
一
九
七
四
年
一
月
）
に
語
ら
れ
た
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「
い
か
が
わ
し
さ
」
、
「
死
・
身
体
的
不
全
感
」
、「
純
粋
客

体
少
女
」

と

オ
ブ
ジ
ェ

(27)

い
っ
た
澁
澤
の
諸
観
念
、
「
少
女
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
イ
マ
ジ
ネ
ー

ル
な
錬
金
術
、
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
の
欲
望
は
す
べ
て
「
人
形
塚
」
に
お
い
て

う
か
が
え
る
。
少
女
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
の
身
体
特
徴
「
十
五
歳
に
な
っ
て

も
ま
だ
ふ
く
ら
み
き
ら
な
い
未
熟
な
乳
房
」
、「
貝
殻
の
よ
う
な
貧
相
な
セ

ッ
ク
ス
」
は
「
人
形
塚
」
の
三
好
美
奈
子
の
身
体
特
徴
で
あ
る
「
貝
殻
骨
」
、

「
肋
骨
の
浮
き
出
た
、
ぺ
ち
ゃ
ん
こ
な
胸
」

と
類
似
す
る
。
し
か
し
セ

(28)

ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
は
「
人
形
」
と
い
う
観
念
を
具
現
化
す
る
欲
望
装
置
で
は

な
く
、
澁
澤
の
「
私
の
物
語
」
を
成
立
さ
せ
る
中
心
人
物
で
あ
る
。

同
じ
く
「
鳥
と
少
女
」
に
注
目
し
た
磯
田
光
一
は
、
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ

と
は
も
う
一
人
の
ル
ネ
（
三
島
由
紀
夫
『
サ
ド
侯
爵
夫
人
』）
で
は
な
い
か
と
述

べ
て
お
り
、絶
対
の
探
究
者
の
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
と
思
い
が
届
か
な
い
少
女
は
、

『
サ
ド
侯
爵
夫
人
』
の
中
の
「
芸
術
家
」
と
「
市
民
」
の
対
立
に
照
応
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
と
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
は
そ
れ
ぞ
れ
澁
澤

の
分
身
で
あ
り
、
こ
こ
で
要
求
さ
れ
た
の
は
「
小
説
と
い
う
様
式
」

で
(29)

あ
る
。
澁
澤
龍
彥
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
移
行

に
は
「
市
民
」
で
あ
る
少
女
が
い
る
。
磯
田
が
「
こ
の
少
女
の
か
た
ち
で

日
常
性
が
澁
澤
ワ
ー
ル
ド
に
侵
入
し
て
こ
な
か
っ
た
ら
」

と
い
う
仮
説

(30)

な
い
し
前
提
を
提
起
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
少
女
の
か
た
ち
の
日
常
性
」
、
あ
る
い
は
日
常
性
の
等
価
物
で

あ
る
少
女
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
本
章
に
お
い
て
は
ま
ず
澁
澤
が
使
う

下
敷
き
が
渡
辺
一
夫
訳
で
あ
る
可
能
性
を
検
証
し
た
。
次
章
に
お
い
て
は

ま
ず
シ
ュ
ウ
ォ
ッ
ブ
が
た
だ
「
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
の
奇
矯
さ
を
強
調
す
る
」
た

め
に
純
粋
客
体
の
よ
う
な
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
を
創
造
し
た
と
い
う
細
沼
論

の
結
論
に
異
議
を
差
し
挟
ん
で
お
き
た
い
。
そ
し
て
、
澁
澤
龍
彥
の
少
女

像
に
お
け
る
シ
ュ
ウ
ォ
ッ
ブ
の
影
響
を
論
じ
た
い
。

三
、
リ
リ
ス
と
モ
ネ
ル

「
鳥
と
少
女
」
に
お
け
る
餓
死
し
た
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
を
見
て
、
世
間

知
ら
ず
の
画
家
パ
オ
ロ
が
人
並
み
の
感
情
を
流
出
さ
せ
る
描
写
は
澁
澤
龍

彥
の
加
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
一
説
に
よ
る
と
、
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
が
息
を
引
き
と
っ
た

日
の
夜
、
パ
オ
ロ
は
ど
こ
か
ら
工
面
し
て
き
た
ら
し
い
堅
く
な
っ
た

パ
ン
の
か
け
ら
を
、
は
や
死
後
硬
直
の
は
じ
ま
っ
て
い
る
少
女
の
口

の
な
か
に
無
理
に
押
し
こ
も
う
と
苦
心
し
な
が
ら
、
う
つ
け
た
よ
う

な
顔
で
泣
い
て
い
た
と
い
う
。
い
く
ら
世
間
知
ら
ず
の
画
家
で
あ
っ

た
と
は
い
え
、
人
間
の
死
と
い
う
こ
と
を
彼
が
知
ら
な
か
っ
た
は
ず

は
な
か
ろ
う
と
も
思
う
。
こ
れ
は
私
の
意
見
で
あ
る
。
(31)

こ
こ
の
「
一
説
」
の
内
容
は
歴
史
上
の
書
物
に
書
き
記
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
実
は
語
り
手
に
よ
る
加
筆
で
あ
る
。
む
し
ろ
典
拠
が
な
い
こ
と

は
、
語
り
手
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
た
。「
一
説
」
の
中
の
情
に
も
ろ
い
ウ
ッ

チ
ェ
ロ
と
「
私
の
意
見
」
に
つ
い
て
、
巖
谷
國
士
は
「
こ
の
小
説
の
寓
意

が
多
分
に
彼
自
身
の
過
去
へ
の
視
線
を
ふ
く
ん
で
い
る
だ
け
に
、
す
こ
ぶ

る
意
味
深
長
で
あ
る
と
も
思
え
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
澁
澤

(32)

龍
彥
の
、
観
念
に
し
か
目
が
な
い
過
去
の
自
分
へ
の
視
線
と
い
う
私
小
説
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的
な
解
釈
の
ほ
か
に
、「
恐
怖
と
憐
憫
」
と
い
う
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の
「
二
重

の
心
」
の
論
理
も
働
く
。
悲
惨
に
対
す
る
恐
怖
は
同
情
や
憐
憫
を
喚
起
す

る
と
と
も
に
、
絶
望
的
な
境
遇
に
い
る
少
女
が
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
衝
動

を
も
刺
激
す
る
で
は
な
か
ろ
う
か
。
澁
澤
龍
彥
に
よ
る
加
筆
も
ま
た
、
彼

の
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
に
関
す
る
解
読
と
綿
密
に
関
わ
る
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

『
架
空
の
伝
記
』
の
序
に
よ
る
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
独
自
の
美
学
宣
言

―
「
伝

記
作
家
の
技
術
は
ま
さ
し
く
選
択
の
う
ち
に
あ
る
。
伝
記
作
家
は
真
実
で

あ
ろ
う
と
心
掛
け
る
必
要
は
な
い
」

は
、
ま
さ
し
く
『
異
端
の
肖
像
』

(33)

や
『
妖
人
奇
人
館
』
で
取
捨
選
択
の
技
術
を
発
揮
し
、
独
特
な
「
肖
像
」

を
描
き
続
け
る
澁
澤
龍
彥
の
資
質
と
通
底
す
る
。
ボ
ル
ヘ
ス
の
『
汚
辱
の

世
界
史
』
に
は
『
架
空
の
伝
記
』
の
ス
タ
イ
ル
、
ロ
ベ
ル
ト
・
ボ
ラ
ー
ニ

ョ
の
登
場
人
物
が
す
べ
て
架
空
の
人
物
で
あ
る
小
説
『
ア
メ
リ
カ
大
陸
の

ナ
チ
文
学
』（Seix

Barral,
1996

）
に
は
『
架
空
の
伝
記
』
の
架
空
性
を
そ

れ
ぞ
れ
引
き
継
が
れ
た
の
な
ら
ば
、
澁
澤
龍
彥
が
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
か
ら
影
響

を
う
け
た
の
は
、「
少
女
」
と
い
う
様
式
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

澁
澤
は
コ
ラ
ム
「
世
紀
末
画
廊
」
の
中
で
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の
短
編
「
リ
リ

ス
」（
『
二
重
の
心
』
所
収
）
と

・

ロ
セ
ッ
テ
ィ
に
触
れ
て
い
る
。

D

G

シ
ュ
オ
ッ
ブ
の
短
篇
で
は
、
ロ
セ
ッ
テ
ィ
の
死
ん
だ
妻
は
リ
リ
ス
の

名
で
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
画
家
の
作
品
「
レ
デ
ィ
・
リ
リ
ス
」

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
の
は
コ
ン
フ
ォ
ー
ス
で
あ
る
。
し
か
し
シ
ュ
オ

ッ
ブ
の
筆
に
よ
っ
て
美
し
く
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
阿
片
の
幻
覚

に
酔
っ
て
い
た
後
年
の
ロ
セ
ッ
テ
ィ
に
は
、
お
の
れ
の
生
涯
を
次
々

に
横
切
っ
て
い
っ
た
何
人
か
の
女
た
ち
の
顔
が
、
み
な
同
じ
よ
う
に

見
え
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
(34)

同
じ
よ
う
に
見
え
る
無
数
の
輪
郭
と
し
て
の
女
は
、
澁
澤
の
泉
鏡
花
論

に
よ
く
出
て
く
る
表
現
で
あ
る
。
彼
女
ら
は
愛
情
深
く
や
さ
し
い
地
上
の

女
で
あ
り
な
が
ら
、
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
的
な
原
型
を
具
現
化
す
る
一
人
の
男

の
夢
で
あ
る
。
し
か
し
ロ
セ
ッ
テ
ィ
ま
た
は
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の
場
合
、
そ
れ

は
母
の
よ
う
な
女
で
は
な
く
て
少
女
で
あ
る
。
小
説
「
リ
リ
ス
」
の
中
で

リ
リ
ス
と
呼
ば
れ
た
少
女
は
、
す
で
に
も
と
も
と
の
下
層
階
級
出
身
の
妖

婦
め
い
た
コ
ン
フ
ォ
ー
ス
で
は
な
く
、
幻
想
の
鏡
に
映
っ
た
虚
像
の
よ
う

な
も
の
に
な
り
、
非
人
間
的
な
物
質
で
造
ら
れ
た
少
女
と
な
る
。
リ
リ
ス

を
深
く
愛
す
る
ロ
セ
ッ
テ
ィ
は
彼
女
の
た
め
に
作
っ
た
詩
を
彼
女
の
柩
に

埋
葬
す
る
。
し
か
し
彼
の
栄
光
へ
の
欲
望
は
彼
を
非
情
な
行
動
に
導
き
、

彼
は
彼
女
の
と
こ
ろ
か
ら
詩
を
盗
み
出
す
。
澁
澤
は
「
シ
ュ
オ
ブ
と

・
D

ロ
セ
ッ
テ
ィ
」
の
中
で
こ
の
行
動
を
「
ネ
ク
ロ
フ
ィ
リ
ア
（
屍
体
愛
）
」

Gと
い
う
「
画
家
の
女
性
崇
拝
の
特
殊
な
傾
向
」
と
見
な
し
て
い
る
。「
鳥

と
少
女
」
の
上
記
し
た
加
筆
は
こ
こ
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
セ

ッ
テ
ィ
の
燃
え
尽
き
た
愛
の
果
て
に
あ
る
冷
酷
さ
は
、
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
の
最

後
の
情
け
深
さ
と
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
す
。

ま
た
、
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の
小
説
に
登
場
す
る
女
は
悉
く
過
酷
な
日
常
を
生

き
る
憐
な
少
女
で
あ
る
。『
黄
金
仮
面
の
王
』
に
収
録
さ
れ
た
「
血
ま
み

れ
の
ブ
ラ
ン
シ
ュ
」
は
、
妻
で
あ
る
少
女
の
目
の
前
で
、
夫
が
彼
の
私
生

児
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
話
で
あ
る
。
華
奢
で
野
生
的
な
少
女
ブ
ラ
ン
シ
ュ

は
、
年
齢
も
体
つ
き
も
異
な
っ
た
乱
暴
な
男
と
の
む
ご
い
結
婚
を
経
験
し
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た
後
、「
ま
る
で
病
気
に
か
か
っ
た
猫
み
た
い
に
城
内
を
う
ろ
つ
」

く
。

(35)

無
理
や
り
酒
を
飲
ま
せ
る
と
、
少
女
は
「
ま
る
で
水
を
た
た
え
た
溝
の
な

か
で
羽
搏
く
鳥
み
た
い
に
、
酒
を
あ
た
り
に
吐
き
散
ら
し
」

た
。
殺
さ

(36)

れ
た
夫
の
前
に
、
彼
女
は
「
主
禱
文
を
三
回
、
天
使
祝
詞
を
一
回
、
子
ど

も
っ
ぽ
い
声
で
唱
え
」

た
の
で
あ
る
。
短
編
小
説
「
青
い
国
」
の
中
で
、

(37)

青
い
国
を
探
し
に
行
く
少
女
マ
イ
は
十
三
歳
の
娘
で
あ
り
、
「
そ
の
細
い

金
髪
は
肩
ま
で
垂
れ
、
黒
い
眼
は
満
足
そ
う
に
輝
い
て
い
た
。
だ
が
、
そ

の
娘
は
瘦
せ
て
小
さ
く
、
肌
は
飢
え
か
ら
く
る
色
を
し
て
い
」

る
。
小

(38)

説
「
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
の
華
」
に
お
け
る
表
現
を
借
り
れ
ば
、
少
女
は
「
子

ど
も
で
あ
る
以
上
に
女
で
あ
る
か
と
思
え
ば
女
で
あ
る
以
上
に
子
ど
も
」(39)

で
あ
る
。
猫
や
鳥
の
よ
う
に
瘦
せ
て
弱
く
て
も
瞳
が
輝
く
少
女
は
、
シ
ュ

ウ
ォ
ブ
の
少
女
の
原
型
で
あ
り
無
数
の
少
女
の
輪
郭
で
あ
る
。こ
の
場
合
、

崇
拝
は
む
し
ろ
蹂
躙
と
同
義
語
で
あ
る
。

シ
ュ
ウ
ォ
ブ
が
描
か
れ
た
無
数
の
少
女
の
面
影
が
す
べ
て
セ
ル
ヴ
ァ
ッ

ジ
ャ
の
愛
お
し
い
仕
草
と
濃
淡
あ
る
陰
翳
と
な
り
、
澁
澤
龍
彥
に
よ
る
加

筆
の
下
地
に
な
る
。
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
と
澁
澤
龍
彥
の
テ
ク
ス
ト
空
間
は
い
ず

れ
も
、
太
陽
の
光
の
よ
う
な
父
権
に
満
ち
溢
れ
る
世
界
で
は
な
い
。
澁
澤

龍
彥
に
よ
る
書
き
込
み
が
あ
る
邦
訳
は
大
濱
甫
訳
『
モ
ネ
ル
の
書
』
の
み

で
あ
る
。
『
モ
ネ
ル
の
書
』
に
は
娼
婦
モ
ネ
ル
の
姉
妹
で
あ
る
「
利
己
的

な
娘
」
、「
倒
錯
的
な
娘
」
、「
夢
想
的
な
娘
」
、「
自
分
を
犠
牲
に
し
た
娘
」

な
ど
の
少
女
た
ち
の
物
語
が
小
説
の
大
半
を
占
め
る
。
「
非
情
な
娘
」
は

物
語
の
中
で
「
イ
ル
セ
の
鏡
か
ら
別
の
イ
ル
セ
が
出
て
き
て
イ
ル
セ
を
殺

し
た
話
も
、
そ
し
て
、
ミ
ト
レ
ス
の
町
の
夜
の
鏡
が
女
た
ち
に
首
吊
り
自

殺
を
さ
せ
た
事
件
も
本
で
読
ん
で
い
」

た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
非
情

(40)

の
娘
」
が
読
ん
だ
物
語
は
本
書
に
収
録
さ
れ
る
「
運
命
を
背
負
っ
た
娘
」

の
物
語
と
「
ミ
ト
レ
ス
の
女
た
ち
」（
『
黄
金
仮
面
の
王
』
所
収
）
で
あ
り
、
小

説
の
構
造
に
お
け
る
額
縁
と
絵
の
戯
れ
は
澁
澤
龍
彥
の
み
な
ら
ず
シ
ュ
ウ

ォ
ブ
の
小
説
に
も
確
認
で
き
る
。
「
こ
の
世
に
新
し
い
も
の
は
形
式
し
か

な
い
の
だ
か
ら
。
で
も
形
式
も
破
壊
し
な
く
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う

(41)

冒
頭
の
過
激
的
な
「
モ
ネ
ル
の
言
葉
」
も
、
澁
澤
龍
彥
の
文
学
姿
勢

―

典
籍
の
「
唐
草
模
様
」
的
な
形
式
か
ら
、
そ
の
後
ゆ
る
や
か
に
『
高
丘
親

王
航
海
記
』
に
お
け
る
よ
う
な
破
格
的
な
形
式
に
至
る

―
と
共
振
し
て

い
る
。

シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の
少
女
は
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
の
純
粋
客
体
で
は
な

い
。
『
モ
ネ
ル
の
書
』
や
ほ
か
の
短
編
で
は
気
品
高
く
振
る
舞
い
、
愛
し

苦
し
む
少
女
た
ち
が
物
語
の
主
人
公
に
な
る
。
「
鳥
と
少
女
」
の
セ
ル
ヴ

ァ
ッ
ジ
ャ
も
そ
の
中
の
一
員
で
あ
り
、
ま
さ
に
コ
ラ
ー
ジ
ュ
小
説
で
あ
る

「
鳥
と
少
女
」
に
ふ
さ
わ
し
い
少
女
で
あ
る
。
ま
た
、
少
女
の
遠
近
法
に

よ
る
「
消
失
点
」
は
ほ
か
に
も
あ
る
。

四
、「
降
誕
祭
夜
話
」
と
「
雪
の
記
憶
」

セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
と
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
の
出
会
い
の
契
機
で
あ
る
、
壁
龕
か

ら
飛
び
出
し
た
ブ
ロ
ン
ズ
の
怪
獣
か
ら
少
女
を
救
う
話
は
、
ア
ル
フ
ォ
ン

ス
・
ア
レ
の
短
編
小
説
「
降
誕
祭
夜
話
」
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
こ
の
事

実
を
指
摘
し
た
礒
崎
純
一
は
、『
マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
オ
ッ
ブ
全
集
』（
国
書

刊
行
会
、
二
〇
一
五
年
六
月
）
の
「
解
題
」
の
著
者
瀬
高
道
助
の
本
名
で
あ
る
。

「
降
誕
祭
夜
話
」
は
未
発
表
原
稿
と
し
て
『
澁
澤
龍
彥
翻
訳
全
集
別
巻
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１
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
短
編
小
説
で
あ
る
故
に
筋
立
て
は
極
め
て
単

純
で
あ
る
。入
獄
し
て
一
人
で
独
房
の
中
わ
び
し
く
降
誕
祭
を
過
ご
す
「
わ

た
し
」
の
と
こ
ろ
に
、
十
五
歳
ば
か
り
の
女
の
子
が
籠
を
抱
え
て
訪
ね
て

く
る
。
わ
た
し
は
彼
女
の
こ
と
を
思
い
出
せ
な
い
が
、
彼
女
の
話
に
よ
る

と
、「
わ
た
し
」
は
去
年
、
暴
れ
出
し
た
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
広
場
の
青
銅

彫
刻
の
獅
子
か
ら
彼
女
を
救
い
出
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
わ
た
し
」

は
つ
い
ぞ
思
い
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
し
て
、
「
人
生
の
途
上
に
あ

っ
て
何
か
ら
何
ま
で
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
、
お
か
し
な
こ
と
だ
」
(42)

と
い
う
と
こ
ろ
で
物
語
が
終
わ
る
。
で
は
な
ぜ
ア
レ
の
こ
の
小
説
が
「
鳥

と
少
女
」
の
一
部
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
騎
士
が
怪
獣
か
ら
少
女
を

救
う
絵
を
パ
オ
ロ
が
よ
く
描
く
と
い
う
史
実
か
ら
着
想
を
得
た
こ
と
は
容

易
に
想
定
で
き
る
。

『
黒
い
ユ
ー
モ
ア
選
集
』（G

allim
ard,

1940

）
の
中
で
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル

ト
ン
か
ら
「
エ
ス
プ
リ
の
テ
ロ
リ
ス
ム
作
用
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
ア
レ
で

は
あ
る
が
、「
降
誕
祭
夜
話
」
は
黒
い
ユ
ー
モ
ア
と
い
う
よ
り
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
で
幻
想
的
な
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
風
の
も
の
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ

澁
澤
は
ア
レ
の
こ
の
白
昼
夢
の
よ
う
な
コ
ン
ト
に
惹
か
れ
た
の
か
。
一
九

六
一
年
の
歳
末
近
く
に
出
た
と
思
わ
れ
る
有
楽
町
そ
ご
う
百
貨
店
の
小
冊

子
に
収
録
さ
れ
た
「
雪
の
記
憶
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
澁
澤
は
原

作
の
半
分
く
ら
い
の
紙
幅
で
「
降
誕
祭
夜
話
」
の
物
語
を
詩
的
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
か
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
こ
の
夢
の
よ
う
な
物
語
が
ひ
ど
く
好
き
だ
。
ク
リ
ス
マ
ス
に

は
、
私
も
静
か
に
部
屋
に
と
じ
こ
も
っ
て
、
か
つ
て
私
が
命
を
救
っ

て
や
っ
た
こ
と
の
あ
る
か
も
し
れ
な
い
少
女
の
訪
れ
を
待
ち
た
い
気

が
す
る
。
男
な
ら
、
誰
で
も
こ
ん
な
少
女
の
一
人
や
二
人
、
失
わ
れ

た
記
憶
の
な
か
に
、
い
な
い
は
ず
は
な
か
ろ
う
と
思
う
の
だ
が
、
ど

ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
(43)

ウ
ッ
チ
ェ
ロ
の
失
わ
れ
た
記
憶
、
あ
る
日
突
如
あ
ら
わ
れ
る
少
女
セ
ル

ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
に
関
す
る
記
憶
は
、
こ
の
軽
妙
な
コ
ン
ト
の
白
昼
夢
の
よ
う

な
体
験
の
空
白
を
起
源
に
持
ち
、
少
女
の
人
工
性
は
二
十
年
前
の
翻
訳
作

業
と
い
う
時
間
の
「
焦
点
深
度
」
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
共
有
で
き
な
い

よ
う
な
記
憶
、
或
い
は
あ
る
は
ず
も
な
い
記
憶
は
、
三
島
由
紀
夫
『
仮
面

の
告
白
』
の
冒
頭
の
生
ま
れ
た
時
の
記
憶
、
後
の
澁
澤
龍
彥
の
自
伝
的
随

筆
『
玩
物
草
紙
』
で
語
ら
れ
た
「
ほ
ん
と
う
の
体
験
は
、
体
験
の
な
い
と

こ
ろ
に
成
立
す
る
。
体
験
と
は
、
体
験
し
な
い
こ
と
な
の
だ
」

と
通
底

(44)

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
澁
澤
は
同
じ
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
「
心
理
学
上
の
デ

ジ
ャ
・
ヴ
ュ
現
象
と
は
、
哲
学
上
の
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
に
ぴ
っ
た
り
対
応
す

る
の
で
は
な
い
か
」

と
主
張
す
る
。
手
に
届
か
な
い
イ
デ
ア
の
ア
ナ
ロ

(45)

ジ
ー
で
あ
る
「
あ
る
は
ず
の
な
い
記
憶
」
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
と
好
奇
心

は
、
エ
ロ
ス
の
遠
近
法
を
形
作
る
。
換
言
す
れ
ば
、
少
女
を
中
心
に
典
拠

が
積
み
重
ね
る
こ
と
は
、
少
女
の
元
型
と
の
距
離
を
物
語
る
行
為
で
も
あ

る
。
イ
デ
ア
と
の
距
離
を
実
物
化
・
可
視
化
す
る
こ
と
は
澁
澤
の
小
説
の

中
核
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、『
唐
草
物
語
』
に
収
録
さ
れ

た
二
つ
の
短
編

―
「
三
つ
の
髑
髏
」
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
前
世
の
記
憶
が

髑
髏
と
い
う
実
物
に
な
り
、
「
女
体
消
滅
」
で
は
長
谷
雄
と
少
女
の
距
離

感
が
ず
ら
り
と
重
な
る
朱
門
の
入
れ
子
構
造
と
い
う
実
物
的
な
形
式
と
な
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っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
こ
で
「
遠
近
法
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の
元
型
に

接
近
す
る
手
段
で
あ
る
。
な
お
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ア
レ
の
「
小
鳥
と
少
女
」

と
い
う
短
編
の
翻
訳
が
季
刊
『
牧
神
』
第
二
号
（
牧
神
社
、
一
九
七
五
年
五
月
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
小
鳥
と
少
女
」
の
原
題
はC

e
qu’iladvintd’une

petite
fille

で
、
直
訳
す
れ
ば
「
あ
る
少
女
に
起
こ
っ
た
こ
と
」
で
あ
る

が
、
こ
の
「
小
鳥
と
少
女
」
と
は
「
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
西
東
」（
こ
の
人
物
に
つ

い
て
の
詳
細
は
不
明
）
と
い
う
翻
訳
者
が
最
初
に
つ
け
た
創
造
的
な
タ
イ
ト

ル
で
あ
る
。
同
年
一
月
の
創
刊
号
に
は
富
士
川
義
之
に
よ
る
『
胡
桃
の
中

の
世
界
』（
青
土
社
、
一
九
七
四
年
九
月
）
の
書
評
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
澁

澤
は
『
牧
神
』
を
読
ん
で
い
だ
可
能
性
は
あ
る
が
、
該
当
号
が
蔵
書
目
録

に
な
い
。

そ
し
て
、「
鳥
と
少
女
」
に
お
け
る
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
が
描
い
た
様
々
な
少

女
と
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ア
レ
の
あ
る
は
ず
の
な
い
記
憶
を
貫
く
回
路
の
ル

ー
ツ
は
、
鎌
倉
時
代
に
生
き
る
僧
侶
・
明
恵
の
生
涯
ま
で
辿
り
着
け
る
。

五
、
明
恵
と
善
妙

形
而
上
学
に
専
念
し
て
周
り
の
物
事
を
念
頭
に
置
か
な
い
主
人
公
、
こ

の
よ
う
な
男
に
献
身
す
る
ひ
と
り
の
少
女
、
額
縁
の
外
側
で
こ
の
絵
巻
を

眺
め
な
が
ら
、
徐
々
に
物
語
の
男
と
女
が
自
分
の
分
身
と
な
る
よ
う
な
、

夢
を
生
き
て
い
る
情
に
も
ろ
い
語
り
手
。「
鳥
と
少
女
」
の
構
造
は
そ
の
ま

ま
、
義
湘
、
善
妙
と
明
恵
上
人
に
当
て
は
ま
る
。「
童
子
に
つ
い
て
」「
明

恵
さ
ん
の
羊
歯
」
な
ど
、
明
恵
を
扱
う
エ
ッ
セ
ー
の
ほ
か
、
澁
澤
龍
彥
が

編
纂
す
る
夢
に
関
す
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
夢
の
か
た
ち
』（
河
出
書
房
新
社
、

一
九
八
四
年
十
一
月
）
に
お
い
て
も
、
明
恵
の
『
夢
の
記
』
に
あ
っ
た
夢
が
二

つ
収
録
さ
れ
る
。
澁
澤
蔵
書
目
録
を
確
認
し
て
み
る
と
、
明
恵
に
関
す
る

著
書
は
五
冊
あ
り
、
書
き
込
み
が
あ
る
の
は
奥
田
勲
の
『
明
恵
―
遍
歴
と

夢
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
十
一
月
）
と
白
洲
正
子
の
『
栂
尾

高

山
寺

明
恵
上
人
』（
講
談
社
、
一
九
六
七
年
三
月
）
の
二
冊
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
白
洲
正
子
の
明
恵
上
人
伝
に
沿
っ
て
、
義
湘
、
善
妙
と

明
恵
上
人
の
物
語
を
述
べ
た
い
。
明
恵
は
『
華
厳
縁
起
』
と
い
う
絵
巻
物

に
特
殊
な
親
密
感
を
抱
く
。
全
六
巻
の
こ
の
絵
巻
物
の
原
型
は
安
珍
・
清

姫
で
名
高
い
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
で
あ
る
。
新
羅
の
僧
、
元
暁
と
義
湘

が
教
え
を
求
め
に
唐
へ
行
く
こ
と
を
思
い
立
ち
、
旅
へ
出
る
と
こ
ろ
か
ら

は
じ
ま
る
。
元
暁
は
心
の
外
に
仏
な
し
と
悟
っ
て
入
唐
を
断
念
し
て
故
国

に
帰
り
、
義
湘
の
み
初
志
を
翻
さ
ず
入
唐
を
果
た
す
の
を
誓
う
。
い
つ
も

の
よ
う
に
義
湘
は
里
へ
出
て
乞
食
を
し
て
い
る
と
、
そ
こ
に
善
妙
と
い
う

娘
が
来
て
、
彼
女
は
一
目
で
義
湘
に
惚
れ
こ
ん
で
し
ま
う
。
だ
が
、「
心

か
た
き
こ
と
い
し
の
ご
と
き
」の
よ
う
な
義
湘
は
誘
惑
に
は
動
か
さ
れ
ず
、

衆
生
を
平
等
に
愛
し
、
仏
道
に
命
を
捧
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
善
妙
は
「
哀

れ
に
う
れ
し
く
」
思
う
。
そ
れ
か
ら
数
年
経
っ
た
後
、
義
湘
は
い
よ
い
よ

帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
聞
い
た
善
妙
は
悲
嘆
の
涙
を
流
し
な
が

ら
、
ふ
た
た
び
義
湘
と
会
い
た
い
と
嘆
く
。
義
湘
の
船
は
す
で
に
出
航
す

る
と
聞
い
た
彼
女
は
気
が
転
倒
し
、
浜
辺
で
慟
哭
す
る
。
こ
こ
で
い
か
に

も
幻
想
文
学
ら
し
い
奇
跡
が
起
こ
り
、
突
然
善
妙
は
龍
へ
と
化
身
し
、「
船

を
背
中
に
負
い
、
文
字
ど
お
り
竜
頭
の
大
船
と
化
し
て
、
悠
々
と
大
海
を

渡
っ
て
行
く
」
こ
と
と
な
る
。
善
妙
は
竜
の
姿
に
変
じ
た
の
み
な
ら
ず
、

後
に
義
湘
の
た
め
に
方
一
里
の
大
盤
石
と
な
り
仏
法
を
護
っ
た
。
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前
節
に
お
い
て
、
「
鳥
と
少
女
」
の
も
っ
と
も
幻
想
的
な
部
分

―
ウ

ッ
チ
ェ
ロ
が
ブ
ロ
ン
ズ
怪
獣
と
な
っ
た
彫
像
か
ら
少
女
を
助
け
た
と
こ
ろ

は
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ア
レ
の
コ
ン
ト
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
龍
と
石
と
な
っ
た
少
女
善
妙
に
守
ら
れ
た
義
湘
と
、
怪

獣
と
な
っ
た
彫
像
か
ら
少
女
を
守
る
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
、
そ
の
両
方
に
男
と
少

女
の
出
会
い
た
め
の
一
種
の
機
縁
の
よ
う
な
も
の
を
見
出
せ
る
の
で
は
な

い
か
。

一
方
、
明
恵
は
終
始
善
妙
の
名
に
執
着
し
て
い
る
。
明
恵
が
住
む
高
山

寺
に
は
「
善
妙
像
」
の
彫
像
も
あ
り
、
承
久
三
年
の
「
夢
の
記
」
に
は
つ

ぎ
の
よ
う
な
夢
が
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
人
が
唐
か
ら
陶
製
の
人
形
を
持

参
し
て
、
そ
の
人
形
は
涙
を
流
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
恵
が
そ
れ
を
手

の
平
に
の
せ
て
や
る
と
、
忽
ち
人
形
が
生
身
の
女
に
な
っ
た
。「
正
し
く

こ
れ
は
善
妙
に
違
い
な
い
」
と
、
明
恵
は
醒
め
て
か
ら
確
信
す
る
。

ウ
ッ
チ
ェ
ロ
と
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
は
い
ず
れ
も
「
鳥
と
少
女
」
の
語
り

手
の
分
身
で
あ
る
よ
う
な
構
造
は
、
明
恵
が
生
き
る
夢
の
よ
う
な
無
垢
な

日
常
に
も
う
か
が
え
る
。
た
と
え
ば
、
白
洲
正
子
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

明
恵
が
、
「
仏
眼
仏
母
像
」
の
、
美
し
い
「
色
身
」
を
、
母
の
如

く
恋
人
の
如
く
愛
し
た
こ
と
、
涅
槃
経
を
読
む
度
に
、
息
が
つ
ま
る

程
泣
い
た
こ
と
な
ぞ
思
う
時
、
華
厳
絵
巻
は
、
明
恵
の
信
仰
の
告
白

に
他
な
ら
ず
、
義
湘
は
無
論
の
こ
と
、
善
妙
も
ま
た
、
彼
の
分
身
で

あ
る
こ
と
を
さ
と
る
の
で
す
。
(46)

絵
巻
中
の
登
場
人
物
た
ち
は
絵
巻
を
読
む
人
の
分
身
と
な
り
、
物
語
に

介
入
す
る
よ
う
な
濃
密
な
関
係
は
、
あ
る
種
の
読
者
の
身
に
し
か
現
れ
な

い
独
特
な
幸
福
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
明
恵
上
人
の
「
善
妙
人
形
」
に
関

す
る
独
自
の
分
析
に
つ
い
て
、
澁
澤
は
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
少
し
長
い
が
、
澁
澤
の
明
恵
に
関
す
る
感
情
が
透
け
て
見

え
る
箇
所
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
私
と
し
て
も
、
明
恵
の
き
わ
め
て
独
断
的
な
夢
の
分

析
に
、
い
ち
い
ち
真
面
目
に
つ
き
合
お
う
と
い
う
気
は
ま
っ
た
く
な

い
の
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
明
恵
に
は
、
善
妙
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
で

も
呼
ぶ
べ
き
強
い
固
定
観
念
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
世
の
女
人
は
こ
と

ご
と
く
、
自
分
を
恋
い
慕
う
で
あ
ろ
う
と
信
じ
て
い
た
よ
う
な
ふ
し

が
見
ら
れ
る
の
だ
。
夢
の
な
か
の
女
人
と
の
問
答
に
お
い
て
も
、
そ

れ
は
は
っ
き
り
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
私
た
ち
凡
人
に
は
と
て
も
思

い
お
よ
ば
な
い
幸
福
な
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

彼
は
そ
の
生
得
の
美
貌
と
、
そ
の
無
垢
な
信
仰
心
の
た
め
に
、
こ
れ

を
易
々
と
し
て
自
分
の
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

こ
の
彼
の
信
念
を
支
え
て
い
る
も
の
は
、
な
ん
だ
っ
た
ろ
う
か
。
一

生
不
犯
、
つ
ま
り
童
貞
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
に

は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
明
恵
の
魅
力
の
第
一
は
、
こ

の
一
生
不
犯
の
蓄
積
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
お
の
れ
が
目
に
す
る

地
上
の
す
べ
て
を
浄
化
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
(47)

65



「
地
上
の
す
べ
て
を
浄
化
す
る
」
よ
う
な
カ
タ
ル
シ
ス
の
空
間
は
、
エ

ッ
セ
イ
以
外
の
形
式
を
要
求
す
る
。
こ
こ
で
澁
澤
は
、
エ
ッ
セ
イ
の
「
私
」

よ
り
特
権
的
な
「
私
」
の
小
説
空
間
を
形
作
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

明
恵
に
は
世
の
女
は
こ
と
ご
と
く
自
分
を
恋
い
慕
う
と
い
う
確
信
を
持

つ
、
と
書
い
た
澁
澤
龍
彥
は
「
草
迷
宮
」
を
巡
っ
て
、
泉
鏡
花
に
は
迷
宮

の
中
心
の
部
屋
に
生
涯
一
度
到
達
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
確
信
を
持
つ

と
説
明
す
る

―
十
歳
で
生
母
を
失
っ
た
鏡
花
は
「
こ
の
確
信
だ
け
で
生

き
て
き
た
」

の
で
あ
る
。
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
哲
学
上
の
プ
ラ
ト
ニ
ズ

(48)

ム
と
心
理
学
上
の
デ
ジ
ャ
・
ヴ
ュ
と
共
振
す
る
。
澁
澤
も
ま
た
彼
が
名
付

け
た
「
善
妙
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
の
一
員
で
あ
り
、
セ
ル
ヴ
ァ
ッ
ジ
ャ
の

よ
う
な
献
身
的
で
可
愛
ら
し
い
少
女
を
「
私
の
物
語
」
に
送
り
出
し
た
。

六
、
む
す
び

―
「
旅
と
出
会
い
」
と
「
ガ
ー
ル
・
ミ
ー
ツ
・
シ
ブ
サ
ワ
」

「
鳥
と
少
女
」
の
最
後
を
飾
る
場
面
、
ポ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
の
フ
ェ
リ
ー
で

出
会
う
語
り
手
と
少
女
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
少
し
説
明
を
加
え
る
。

少
女
に
贈
っ
た
紙
の
鶴
が
彫
像
の
怪
獣
の
よ
う
に
生
命
を
得
て
ひ
ら
ひ
ら

と
飛
翔
す
る
奇
跡
は
起
こ
っ
て
い
な
い
が
、
「
私
に
は
十
分
に
満
足
だ
っ

た
」
の
で
あ
る
。
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
に
は
「
旅
と
出
会
い
」

と
い

(49)

う
短
い
散
文
が
あ
る
。
彼
は
愛
欲
の
本
来
の
決
定
的
な
事
は
抱
擁
で
は
な

く
、
出
会
い
で
あ
る
と
語
る
。
こ
こ
に
は
「
ま
だ
情
欲
の
伴
わ
な
い
相
互

の
要
求
」
と
「
信
頼
と
畏
怖
の
素
朴
な
融
合
」
が
あ
り
、
鳥
の
よ
う
な
、

ま
た
は
「
獣
の
鈍
重
」
の
動
き
が
あ
る
。
エ
ッ
セ
イ
の
後
半
は
夢
う
つ
つ

の
巨
大
な
風
景
に
移
り
、
「
私
」
は
美
し
い
女
の
抱
擁
を
脱
れ
、
無
言
の

出
発
に
向
か
う
た
く
ま
し
い
老
人
の
姿
を
見
る
。
こ
の
男
こ
そ
ア
ギ
ュ
ウ

ル
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
「
私
」
は
エ
ッ
セ
イ
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
文

句

―
自
分
が
或
る
旅
行
案
内
書
の
余
白
に
書
き
と
め
た
「
空
白
の
経
験
」

に
気
づ
く
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
が
収
録
さ
れ
た
『
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
選
集
２
』
に

お
い
て
、
あ
る
箇
所
で
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
は
次
の
よ
う
な
言
葉
を
物

し
て
い
る
。（
こ
の
『
選
集
』
は
澁
澤
の
文
献
目
録
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。）

「
余
は
ジ
ャ
ケ
の
息
子
、
ア
ギ
ュ
ウ
ル
の
語
り
し
こ
と
を
想
起
す
。

且
、
か
れ
の
最
も
不
可
解
に
し
て
、
最
も
奇
異
な
り
と
せ
し
こ
と
ど

も
を
記
憶
せ
り
。
即
ち
飛
び
鳥
の
空
に
留
め
た
る
道
筋
と
、
乙
女
の

う
ち
に
宿
る
男
の
痕

跡
と
」

あ
と
か
た

(50)

こ
こ
に
書
か
れ
た
言
葉
に
も
ま
た
典
拠
が
あ
る
。
そ
れ
は
マ
ル
セ
ル
・

シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の
『
雑
録
集(spicilège

）
』（1896

）
に
収
録
さ
れ
た
「
ジ
ョ
ー

ジ
・
メ
レ
デ
ィ
ス
」
で
あ
る
。「la

trace
de

l'oiseau
dans

l'air,etla
trace

de
l'hom

m
e

dans
la

vierge

」
のaigle

をoiseau

に
、trace

をchem
in

に
そ
れ
ぞ
れ
書
き
換
え
た
の
は
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た

。
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の
『
雑
録
集
』
は
澁
澤
蔵
書
目
録
に
は
な
い
。

(51)

紙
の
鶴
が
ひ
ら
ひ
ら
と
飛
び
立
つ
奇
跡
に
隠
さ
れ
た
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル

の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
、
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の
「
鳥
と
少
女
」
も
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
、
お
そ
ら
く
澁
澤
は
知
ら
な
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
エ
ロ
ス

の
不
可
解
な
交
通
は
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
が
描
い
た
無
数
の
可
憐
な
少
女
、
ア
レ

の
あ
る
は
ず
の
な
い
記
憶
、
明
恵
と
善
妙
が
生
き
る
夢
の
よ
う
な
日
常
を
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貫
き
、
最
後
は
堀
内
誠
一
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
経
由
し
て
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ

ー
ル
の
「
出
会
い
」
と
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
に
も
う
一
度
遭
遇
す
る
。
注
釈
に
よ

る
と
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
が
改
編
し
た
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
の
文
句
は
『
旧

約
聖
書
』
の
「
箴
言
」
の
第
三
十
章
に
依
拠
す
る
。
ア
グ
ル
の
知
ら
な
い

四
つ
の
こ
と
は
「
天
を
か
け
る
鷺
の
道
、
岩
を
は
う
蛇
の
道
、
海
を
走
る

舟
の
道
、
乙
女
に
向
か
う
男
の
道
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
鳥
、
蛇
と
舟

(52)

は
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
の
主
体
と
し
て
、
自
由
な
結
合
を
追
い
求
め
る
シ
ン

ボ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
し
て
、
少
女
に
向
か
う
道
な
き
道
は
、
遠
近
法

の
消
失
点
で
あ
る
「
体
験
の
空
白
」
に
包
ま
れ
る
幻
想
に
収
斂
す
る
。

「
鳥
と
少
女
」
は
上
述
し
た
通
り
、
男
と
少
女
ま
た
は
古
今
の
さ
ま
ざ

ま
な
書
物
が
出
会
う
円
形
劇
場
の
よ
う
な
物
語
で
あ
る
。
八
〇
年
代
は
澁

澤
龍
彥
の
著
作
が
数
多
く
の
「
澁
澤
乙
女
」

に
読
ま
れ
た
黄
金
時
代
で

(53)

あ
る
と
同
時
に
、
ア
イ
ド
ル
映
画
が
ス
タ
ー
を
創
出
し
続
け
る
時
代
で
も

あ
っ
た
。
こ
の
同
時
代
の
「
少
女
の
遠
近
法
」
は
浅
羽
通
明
と
跡
上
史
郎
(54)

の
論
に
詳
し
い
。
こ
こ
で
少
し
言
及
し
た
い
の
は
、
体
験
の
空
白
に
生
ま

れ
る
少
女
は
幻
想
作
家
・
高
原
英
理
の
中
編
小
説
「
ガ
ー
ル
・
ミ
ー
ツ
・

シ
ブ
サ
ワ
」

に
も
登
場
す
る
。
こ
の
小
説
は
死
ん
だ
編
集
者
で
あ
る
昔

(55)

の
澁
澤
乙
女
兼
ゴ
ス
ロ
リ
が
黒
い
天
使
と
な
り
書
籍
を
索
引
に
し
て
あ
ら

ゆ
る
時
代
の
澁
澤
龍
彥
に
会
い
に
行
く
物
語
で
あ
る
。
サ
ド
裁
判
、
三
島

由
紀
夫
の
死
、
『
高
丘
親
王
航
海
記
』
を
執
筆
す
る
最
期
の
澁
澤
を
間
近

で
見
か
け
る
少
女
は
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
に
さ
か
の
ぼ
り
、
草
の
上

で
仰
向
け
に
寝
転
ん
で
い
る
十
七
歳
の
澁
澤
龍
雄
と
出
会
う
。
空
に
浮
い

て
い
る
黒
い
天
使
は
澁
澤
に
向
か
っ
て
数
々
の
予
言
を
す
る

―
「
あ
な

た
は
、
澁
澤
龍
彥
と
い
う
筆
名
の
作
家
に
な
り
ま
す
。
／
面
白
い
形
の
も

の
や
大
好
き
な
絵
や
人
形
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
ま
す
。
／
そ
し
て
、
エ
ッ

セ
イ
を
た
く
さ
ん
書
い
た
後
、
不
思
議
な
小
説
を
書
く
で
し
ょ
う
。
／
あ

な
た
は
、
そ
ん
な
に
長
生
き
し
ま
せ
ん
。
五
十
九
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
。
／

あ
な
た
の
仕
事
を
世
に
広
く
伝
え
ま
す
。
そ
れ
は
わ
た
し
の
よ
う
な
女
の

子
に
も
愛
さ
れ
て
、
ず
っ
と
読
み
つ
が
れ
る
で
し
ょ
う
」

。
こ
の
少
女

(56)

が
宙
に
浮
い
て
る
時
間
は
、
澁
澤
の
エ
ッ
セ
イ
「
空
白
の
人
生
」
に
書
か

れ
た
澁
澤
の
失
わ
れ
た
記
憶
の
時
間
で
あ
る
。

私
は
草
の
上
に
獣
の
よ
う
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
、
そ
の
当
時
、
何
を

考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ど
う
も
は
っ
き
り
思
い
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
(57)

こ
の
通
路
を
作
り
上
げ
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
「
鳥
と
少
女
」
を
書
い
た

澁
澤
龍
彥
自
身
で
あ
る
。

本
論
は
「
鳥
と
少
女
」
に
お
け
る
典
拠
が

―
渡
辺
一
夫
訳
の
シ
ュ
ウ

ォ
ブ
「
絵
師
パ
オ
ロ
・
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
」
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ア
レ
「
降
誕

祭
夜
話
」
、
堀
内
誠
一
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
エ
ッ

セ
イ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
し
た
上
で
、
少
女
は
「
活

字
の
国
」
と
「
あ
る
は
ず
の
な
い
記
憶
」
か
ら
生
ま
れ
、
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
が

描
く
無
数
の
少
女
と
「
憐
憫
と
恐
怖
」
と
い
う
二
重
の
心
と
日
常
性
を
共

有
す
る
こ
と
を
考
察
し
た
。
澁
澤
の
小
説
に
出
て
く
る
少
女
を
総
括
的
に

眺
め
る
と
、
ロ
マ
ン
主
義
が
生
ま
れ
る
献
身
的
で
美
し
い
少
女
が
複
数
い

る
一
方
、
や
が
て
男
を
翻
弄
し
破
滅
さ
せ
る
魔
女
も
後
に
『
高
丘
親
王
航

海
記
』
の
中
で
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
変
貌
は
文
学
史
的
な
合
理
性
を
持

67



っ
て
い
る
。
マ
リ
オ
・
プ
ラ
ー
ツ
に
よ
る
と
、
ロ
マ
ン
主
義
が
世
紀
末
に

近
づ
く
と
、「
つ
れ
な
き
美
女
」
が
「
宿
命
の
女
」
と
ア
ン
ド
ロ
ギ
ュ
ヌ

ス
に
取
っ
て
代
わ
る
。
ロ
マ
ン
主
義
か
ら
十
九
世
紀
世
紀
末
ま
で
の
文
学

史
を
「
変
貌
す
る
女
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
証
し
た
マ
リ
オ
・
プ
ラ

ー
ツ
の
『
肉
体
と
死
と
悪
魔
』

は
、
澁
澤
が
し
ば
し
ば
援
用
す
る
著
作

(58)

で
あ
る
。
澁
澤
龍
彥
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
世
界
に
お
け
る
少
女
か
ら
魔
女
へ

の
ゆ
る
や
か
な
変
貌
、
及
び
各
小
説
に
お
け
る
「
少
女
の
遠
近
法
」
と
澁

澤
が
受
容
す
る
世
紀
末
文
学
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
に
し

た
い
。

【
注
記
】

磯
田
光
一
「
月
の
王
の
末
裔
」（
『
文
藝
』
一
九
八
五
年
九
月
号
）。

1

筒
井
康
隆
「
澁
澤
龍
彥
文
学
私
観
」（
『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
一
九
八
七

2
年
七
月
号
）。

同
前
。

3

浦
野
剛
司
「
「
鳥
と
少
女
」
考
察:

澁
澤
龍
彥
の
「
枠
物
語
」
」（
『
国
文
学
研
究
ノ
ー

4
ト
』
二
〇
〇
五
年
一
月
号
）。

種
村
季
弘
「
解
説
」『
澁
澤
龍
彥
全
集

第
十
六
巻
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
五

5
年
三
月
）
四
八
四
頁
。

水
川
敬
章
「
澁
澤
龍
彥
の
作
家
像
と
読
書
行
為
に
関
す
る
試
論:

『
唐
草
物
語
』

6
に
お
け
る
」（
『
名
古
屋
大
学
人
文
科
学
研
究
』(

)

、
二
〇
一
一
年
三
月
）。

40

細
沼
祐
介

「
澁
澤
龍
彥
「
鳥
と
少
女
」
論:

自
意
識
を
巡
る
三
つ
の
自
己
に
つ
い

7
て
」（
『
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
』(

)

、
二
〇
一
二
年
三
月
）。

68

青
木
淳
「
解
説
」『
建
築
文
学
傑
作
選
』（
青
木
淳
選
）（
講
談
社
、
二
〇
一
七
年
三

8

月
）
三
八
六
頁
。

澁
澤
龍
彥
・
堀
内
誠
一
『
旅
の
仲
間

澁
澤
龍
彥
・
堀
内
誠
一
往
復
書
簡
』（
晶
文
社
、

9
二
〇
〇
八
年
六
月
）。

礒
崎
純
一
『
龍
親
王
航
海
記
』（
白
水
社
、
二
〇
一
九
年
十
月
）
四
〇
〇
頁
。

10

山
尾
悠
子
「
シ
ュ
オ
ブ
に
関
す
る
断
片
」（
『
黄
金
仮
面
の
王
』
月
報

、
国
書
刊
行

11

6

会
、
一
九
八
四
年
八
月
）。

澁
澤
龍
彥
「
解
説
」（
『
怪
奇
小
説
傑
作
集
』
東
京
創
元
社
、
一
九
六
九
年
六
月
）
五

12
〇
五
～
五
〇
六
頁
。

大
濱
甫
訳
「
パ
オ
ロ
・
ウ
ッ
チ
ェㇽ

ロ
」
（
『
架
空
の
伝
記

シ
ュ
オ
ッ
ブ
小
説
全
集

13
Ⅲ
』
南
柯
書
局
、
一
九
八
〇
年
十
一
月
）。

国
書
刊
行
会
編
集
『
書
物
の
宇
宙
誌

澁
澤
龍
彥
蔵
書
目
録
』（
国
書
刊
行
会
、
二

14
〇
〇
六
年
十
月
）
。

渡
辺
一
夫
訳
「
絵
師
パ
オ
ロ
・
ウ
ッ
チ
ェ
ロ
」、
初
出
は
雑
誌
『
豊
葦
原
』
の
一
九

15
四
一
年
三
月
号
（
引
用
は
『
ふ
ら
ん
す
手
帖
』
第
三
号
に
よ
る
）
三
二
～
三
三
頁
。

澁
澤
龍
彥
「
鳥
と
少
女
」
引
用
は
『
澁
澤
龍
彥
全
集

第
一
八
巻
』
（
河
出
書
房
新

16
社
、
一
九
九
四
年
十
一
月
）
に
よ
る
。

前
掲

、
三
三
頁
。

17

15

前
掲

、
二
四
頁
。

18

16

細
沼
祐
介
「
澁
澤
龍
彥
「
鳥
と
少
女
」
論:

自
意
識
を
巡
る
三
つ
の
自
己
に
つ
い

19
て
」（
法
政
大
学
大
学
院
紀
要

(
)

、
二
〇
一
二
年
三
月
）。

68

澁
澤
龍
彥
「
鳥
と
少
女
」
二
〇
頁
。

20

巖
谷
國
士
「
『
裸
婦
の
中
の
裸
婦
』
に
つ
い
て
」（
『
澁
澤
龍
彥
論
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

21
Ⅰ
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
十
月
）
二
九
七
～
二
九
八
頁
。

同
前
。

22

68



澁
澤
龍
彥
「
鳥
と
少
女
」
二
七
頁
。

23

前
掲

、
三
四
頁
。

24

15

澁
澤
龍
彥
「
鳥
と
少
女
」
二
六
頁
。

25

千
野
帽
子
「
活
字
の
國
の
ピ
ュ
グ
マ
リ
オ
ン
」（
『
文
學
少
女
の
友
』
青
土
社
、
二
〇

26
〇
七
年
四
月
）
四
四
頁
。

同
前
、
四
一
頁
。

27

澁
澤
龍
彥
「
人
形
塚
」（
引
用
は
『
澁
澤
龍
彥
全
集

第
三
巻
』（
河
出
書
房
新
社
、

28
一
九
九
三
年
八
月
）
に
よ
る
）
三
八
五
頁
。

前
掲

。

29

1

同
前
。

30

澁
澤
龍
彥
「
鳥
と
少
女
」
二
七
頁
。

31

巖
谷
國
士
「
「
旅
」
の
は
じ
ま
り
」（
『
海
燕
』
一
九
八
八
年
五
月
号
）。

32

大
濱
甫
訳
「
パ
オ
ロ
・
ウ
ッ
チ
ェㇽ

ロ
」（
『
架
空
の
伝
記

シ
ュ
オ
ッ
ブ
小
説
全
集

33
Ⅲ
』（
南
柯
書
局
、
一
九
八
〇
年
十
一
月
））
二
一
頁
。

澁
澤
龍
彥
「
シ
ュ
オ
ブ
と

・

ロ
セ
ッ
テ
ィ
」（
『
黄
金
仮
面
の
王
』
月
報

、
国

34

D

G

6

書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
八
月
）。

マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
オ
ッ
ブ
「
血
ま
み
れ
の
ブ
ラ
ン
シ
ュ
」
（
大
濱
甫
訳
『
黄
金
仮
面

35
の
王
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
八
月
）
五
九
頁
。

同
前
、
六
一
頁
。

36

同
前
、
六
三
頁
。

37

同
前
、
七
七
頁
。

38

同
前
、
二
四
六
頁
。

39

大
濱
甫
訳
「
非
情
な
娘
」（
『
モ
ネ
ル
の
書
』（
『
シ
ュ
オ
ッ
ブ
全
集
』
国
書
刊
行
会
、

40
二
〇
一
五
年
六
月
収
録
））
四
〇
五
頁
。

同
前

三
五
七
頁

41

澁
澤
龍
彥
訳
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ア
レ
「
降
誕
祭
夜
話
」（
引
用
は
『
澁
澤
龍
彥
翻

42
訳
全
集
別
巻
一
』（
河
出
書
房
新
社

一
九
九
八
年
三
月
）
に
よ
る
）
五
四
五
頁
。

澁
澤
龍
彥
「
雪
の
記
憶
」（
引
用
は
『
澁
澤
龍
彥
全
集

第
二
巻
』
（
河
出
書
房
新
社

43

一
九
九
三
年
七
月
）
に
よ
る
）
五
三
九
頁
。

澁
澤
龍
彥
「
体
験
」『
玩
物
草
紙
』（
引
用
は
『
澁
澤
龍
彥
全
集

第
十
六
巻
』（
河

44
出
書
房
新
社
、
一
九
九
四
年
九
月
）
に
よ
る
）
三
五
二
頁
。

同
前
、
三
五
三
頁
。

45

白
洲
正
子
『
栂
尾

高
山
寺

明
恵
上
人
』
（
講
談
社
、
一
九
六
七
年
一
月
）
一
五

46
八
頁
。

澁
澤
龍
彥
「
童
子
に
つ
い
て
」
（
『
ド
ラ
コ
ニ
ア
綺
譚
集
』
、
引
用
は
『
澁
澤
龍
彥
全

47
集

第
一
九
巻
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
四
年
十
二
月
）
に
よ
る
）
一
七
二
頁
。

澁
澤
龍
彥
「
ラ
ン
プ
の
廻
転
」
（
『
思
考
の
紋
章
学
』
、
引
用
は
『
澁
澤
龍
彥
全
集

48
第
一
四
巻
』（
河
出
書
房
新
社

一
九
九
四
年
七
月
）
に
よ
る
、
二
三
八
頁
。

ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
「
旅
と
出
会
い
」（
『
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
選
集

』

49

2

髙
橋
英
夫
他
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
二
年
二
月
）
。

同
前
、
三
四
〇
頁
。

50

Jacques
Le

Rider,
"H

ugo
von

H
ofm

annsthal
:

rêve
d'une

rencontre
avec

le

51Booz
de

V
ictorH

ugo,"
Rom

antism
e,73

（1991 ),
pp.73-86.

前
掲

、
三
四
四
頁
。

52

49

山
崎
も
ど
か
は
『
オ
ー
ド
リ
ー
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ

乙
女
カ
ル
チ
ャ
ー
入
門
』（
晶

53
文
社
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）
の
中
で
「
日
本
で
は
「
澁
澤
乙
女
」
っ
て
い
う
あ
る
種

完
成
さ
れ
た
麗
し
い
様
式
が
あ
る
」
と
語
っ
て
お
り
、
澁
澤
龍
彥
を
愛
読
す
る
少
女

と
黒
い
レ
ー
ス
の
服
が
好
き
な
ゴ
ス
ロ
リ
と
の
親
和
性
を
語
っ
て
い
る
。

69



サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と

年
代
に
お
け
る
澁
澤
龍
彥
の
受
容
に
つ
い
て
、
浅
羽
通
明
『
澁

54

80

澤
龍
彥
の
時
代

―
幼
年
皇
帝
と
昭
和
の
精
神
史
』（
青
弓
社
、
一
九
九
三
年
八
月
）

と
跡
上
史
郎
「
澁
澤
龍
彥

死
後
の
生

―
ゴ
シ
ッ
ク
／
セ
ク
シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
／
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
」（
『
ホ
ラ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
ネ
ス
ク
の
現
在
』（
青
弓
社
、
二

〇
〇
五
年
十
一
月
））
が
あ
る
。

高
原
英
里
「
ガ
ー
ル
・
ミ
ー
ツ
・
シ
ブ
サ
ワ
」『
エ
イ
リ
ア
綺
譚
集
』（
国
書
刊
行
会
、

55
二
〇
一
八
年
一
一
月
）。

同
前
、
二
六
九
～
二
七
一
頁
。

56

同
前
、
二
七
二
頁
。

57

『
肉
体
と
死
と
悪
魔
』
の
邦
訳
版
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
十
一
月
）
に
は
澁

58
澤
龍
彥
に
よ
る
跋
文
が
あ
る
。
澁
澤
に
よ
る
マ
リ
オ
・
プ
ラ
ー
ツ
の
引
用
は
『
悪
魔

の
い
る
文
学
史
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
二
年
十
月
）
に
散
在
し
て
い
る
ほ
か
に
、

た
と
え
ば
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
変
身
の
ロ
マ
ン
』（
立
風
書
房
、
一
九
七
二
年
九
月
）
の

「
解
説
」
に
あ
る
項
目
「
泉
鏡
花
「
高
野
聖
」」
に
見
ら
れ
る
。

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
一
年
）
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